
２７日後の奇跡＆７年間の絆 

～それでも人生は続いていく～ 
 校　長　　宮園　誠

　 

　「一期一会」という言葉があります。「一生に一度限りの機
会」という意味ですが，茶道に由来する言葉で，茶会に臨む
際には，その機会は二度と繰り返されることのない，一生に
一度の出会いであるということを心得て，亭主・客ともに，
お互いに誠意を尽くさなければならないということです。 
　また，これから何度でも会うことができるであろう人に対
しても，常に，「これが最後かもしれない」という気持ちで接
し，その時間を大切にしなければならないという意味も込め
られています。 
　いろいろな災害や事件・事故などのニュースに接するたび
に，そのことを強く感じます。一日一日がどれだけ大切で，
尊いものであるかということを。 
　ミラノ・コルティナオリンピックが終わりました。 
　始まる前は，正直，個人的には，平野歩夢選手以外の結果につ
いては，それほど気にはなっていなかったのですが，始まってみ
ると，「りくりゅうペア」の相手を想う気持ちや最後まであきら
めない気持ちの大切さ，坂本花織選手の太陽のような明るさやチ
ームのことを想う優しさ，二階堂蓮選手の親子の絆などなど。選
手一人一人にいろいろなドラマがあって，感動し，いろいろなこ
とを考えさせられ，学ぶことの多いオリンピックでした。 
　金メダルで笑い，また泣き，銀メダルや銅メダルでも悔しさで
泣き・・・。人生において，それだけ熱中し，打ち込めるものが
あるということの素晴らしさ・・・。 
　私が一番期待し，応援していた平野選手は，やはり，ケガの影
響で連覇とはなりませんでしたが，「生きててよかった」の言葉 
からも分かるように，満身創痍の状態でも，チャレンジした結果
に，「これまでやってきたことは何一つ無駄ではない」という想
いに繋がったのではないかと思います。今後については， 
「毎日今日が最後だと思って，やるべき事をやるだけです」と。 
　今年度も残りわずかとなりました。子どもたちは，友達との一
日一日，先生方との毎日を大切に，それぞれの目標に向けて，悔
いのないように，最後まで努力を続けて欲しいと思います。 
 

【お願い】 

  ・　本年度も残り１か月となりましたが，むし歯治療率が
　　８２.１％（８０％超え）になりました。５年生も全員治
　　療が終わりました（素晴らしい！！）。 

　　　２月１４日付の南日本新聞に，鹿児島県の処置完了者
　　を含むむし歯があるのは，小学生４１．５％で，全国平
　　均より１０ポイント以上上回っているという記事があり
　　ました。本県は，まだまだ，歯の健康に対する意識が低
　　いということだと思います。 

　　　いよいよ残り７名です。早めに診察・治療を終わらせ
　　てください。 

　　　１ 年 （ １ 名 ） ２ 年 （ ３ 名 ） ３ 年 （ １ 名 ） ４ 年 （ ２ 名 ） 

   　 
  ・　先日，駐在所の方がお見えになって，大崎町野方で，
　　小学生が，横断歩道ではないところを飛び出し，車には
　　ねられるという事故があったということでした。子ども
　　たちには，「自分の命は自分で守る」という話をいつもし
　　ているので，大丈夫かとは思いますが，世の中には，い
　　ろいろなドライバーがいますので，家庭でも，気を付け
　　るように話をしていただければと思います。 
　　　また，志布志市内では，子どもの送迎中に，事故に遭
　　ったが，子どもがシートベルトをしていなかったという
　　事案もあったそうです。命を守るためです。全席シート
　　ベルトの着用をお願いします。 
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学習サポーター（２／２４～２５） 
　 学習サポーター（教諭の仕事を体験・補助をしながら学ぶこと
を目的とする）制度を利用して，大学生3名が来校しました。教
育実習とは違い，教員を目指して自ら応募したとのことで，それ
ぞれがやる気に満ちあふれていました。子ども達ともすぐに打
ち解けていたようです。「素敵な子ども達，素敵な学校」と，何度
も繰り返し言葉に表し，学校を後にする姿も印象的でした。 

 

　 

６年生へ，いちごの提供（２／２６） 
　 今年も，JAあおぞらの方から，有明の「いちご」をいただきま

した。学習で，農業について調べたり，農業を体験したりしてい

る子どもが多い中，専門の方からのお話を，とても興味深く聞い

ていました。これからの社会を担う子

ども達に，住んでいる地域について

の関心を更に高め，地域を大切する

心を育んでほしいと願っています。 

　 おいしいいちごをありがとうござ

いました。 

 

子褒めの町　 志布志市 

　 志布志市では，「志布志市子ほめ条例」に基づき，毎月15日を「こ

ほめの日」と制定しています。子ども達を認め，褒めることで自己肯

定感を育む取組です。 

　 本年度も，子どもの素晴らしい力（ボ

ランティア，親切，挨拶，努力など）を認

め，集会活動で周知しながら，表彰して

います。これからも，子どものよさを見

つけ，認める学校，自分のよさを自覚

し，高めていける子どもの育成に努め

ていきます。 

 

サタデー広場（２／２１） 
　 先日の，「サタデー広場」にお

いて，立本丘グラウンドから，草

野丘（岡）まで歩くイベントに参

加した児童がいました。運動が

できる大きな広場を出発し，心

地よい汗をかく程度の道のりを

経て，地域が一望できる展望台

にたどり着きました。素敵な思い出ができたことと思います。 

 

〈３月の行事予定〉 
　 　    ３日～５日　 なかよし給食　  

　 　 　  5日（木）　 　 がんがらちゃん 

　 　 　  6日（金）　 　 学級ＰＴＡ　 学校保健委員会 

　 　 　 　  　 　 　 　 　 特別支援学級閉級式　 年度末ＰＴＡ総会 

　 　 　 １３日（金）　 　 卒業式予行 

　 　 　 ２０日（金）　 　 祝日：春分の日 

      ２３日（月）　 　 卒業式準備（１～３年生は４時間授業） 

　 　 　 ２４日（火）　 　 卒業式 

　 　 　 ２５日（水）　 　 修了式・離任式 

　 　 　 ２８日（土）　 　 ＰＴＡ送別会 

　 　 本年度もあとわずかとなりました。最後までよろしくお願いし

　 　 ます。


